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　市では、11月の第３日曜を「かいづか家族の日」とし、今一度、家族
の大切さを見つめ直す取組みを実施しています。
　料理コンクールでは、市内在住の小学４年生～中学３年生と保護者の
２人１組を対象に「豚バラ肉と貝塚産の食材を使った料理」をテーマに
レシピを募集。書類選考を通過した５チームが11月18日、実技選考に出
場し、腕をふるいました。
　エッセイ・写真コンクールのテーマは「家族」。合わせて110点の応募
作品から20作品が選ばれました。
　市は平成30年に「あったか家族都市」宣言を制定しました。今後も家
族のありかたや地域の結びつきの大切さを見つめ直す「かいづか家族の
日」の取組みを推進していきます。

問合せ先　社会教育課☎072－433－7125

　応募された作品には、いろいろな家族の姿が記録

されていました。ぜひ、これからも長く家族の記録

を撮り続けてほしいと思います。

　また、写真を撮る側から観る側へのメッセージと

いうことで、写真に「タイトル」をつけることを大

事にしてください。

講 評 エッセイ・写真コンクール審査副委員長　
朝倉康則さん(貝塚市在住のカメラマン）
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先
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家
庭
と
い
う
小
さ
な
集
団
の
中
で
、
協

力
し
あ
い
尊
敬
し
あ
い
、
感
謝
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あ
う
こ

と
が
大
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で
あ
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こ
と
を
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。
そ
し
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い
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き
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団
へ
と
挑
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で
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
。

料理部門
　優勝

平成31年1月

　自由な発想とすごく考えられたアイデアで楽しく

料理を作ってくれたことが非常に印象に残っていま

す。美味しい料理を作ると誰もが笑顔になります。

これからもたくさん美味しい料理を作って、たくさ

んの笑顔を作りだしていってほしいと思います。

講 評 料理コンクール審査員　安場竹広さん
（辻調理師専門学校西洋料理助教授・貝塚市在住）

　日頃から一緒に料理を作って会話をしているよ

うで、段取りも良く役割分担がきちんとされてい

ました。確認作業も二人でしっかりしながら笑顔

で作っているのが素敵だなと思いました。料理人

には笑顔が必要だということを改めて確認しなお

しました。皆さんには、これからも笑顔で料理を

楽しんでほしいと思います。

講 評
料理コンクール審査員　安場昌子さん
（辻日本料理マスターカレッジ助教授・貝塚市在住）

「かいづか家族の日」
　　作品コンクール

料理コンクール表彰式

まるごと貝塚春巻き

エッセイ・写真コンクール表彰式

ｴｯｾｲ部門
最優秀賞

「家族旅行」

写真

入選された５チームのレシピはホームページをご覧ください

三四　貴弘さん　
    　菜乃さん(二色小６年)

料理部門
　優勝

久野慶太郎さん(西小６年)
写真部門
最優秀賞

　今回の応募作品は、家族への思いや台風21号を

きっかけに感じたことなど様々な「家族」について

描かれ、当たり前のことが当たり前でなかったと気

づかされたり、新たな発見をさせてくれる作品もあ

りました。ぜひこれからも文章を書き続けてくださ

い。

講 評 エッセイ・写真コンクール審査委員長　
　　　吉村萬壱さん（貝塚市在住の芥川賞作家）

広 報 か い づ か

家族で愛知県の
蒲郡市へ行き
みんなで足湯に
浸かっている時の

写真です

ナスやタケノコ
など、貝塚産の材料を

ふんだんに
使いました


